
〔 別 紙 1 〕

論 文 の 内 容 の 要 旨

論文題目 : Gly c e m i c in d e x を用 い た栄養教育が 2 型糖尿病および境界型の

血糖コ ン トロ ー

ル に及ばす影響 : ラ ンダム化比較試験による検討

指導教員 赤林 朗 教授

東京大学大学院医学系研究科

平成1 5 年4 月進学

博士後期課程

健康科学 ･ 看護学専攻

天野 由紀

Ⅰ . 緒言

これまで
､ 糖尿病患者に対する栄養教育は､ エ ネル ギ ー や栄養素摂取の ｢ 量｣ に主に着目した形で

実践され て きた ｡ 一 方 で ､ 糖質性食 品の 食後血糖上 昇の 度合 い に基 づ い た質的な評価指標 で ある

gly c e m i c in d e x ( 以下 G I) を栄養教育に取り入れ るこ との 血糖コ ン トロ ー ル へ の有効性が､ 近年複数

の メタアナ リシス によ っ て 報告され て い るo しか しながら ､
_
G I に関する介入研究は欧米が 中心 で あり､

しか もこれ らの地域の糖質性食品は じやが いもおよび小麦とな っ て い るo つ まり､ G I に関する先行研

究の ほ とん どが ､ 欧米人の 欧米型食生活に基づい た検証で ある o したが っ て ､ 食習慣や食文化が欧米

とは異なるわ が国におい て ､ G I を栄養教育で括用 するには ､ 血糖 コ ン トロ ー

ル へ の 有効性の みならず､

教育手法と して酒用可能か ＼ 低 G I 食を実際の食習慣 に取り入 れられるか ､ という有用性の 問題も明ら

か にする必要があるo そ こで ､ 日本の 食習慣を考慮 した G I 教育手法を開発 し､ その有用性お よび血糖

コ ン トロ ー ル ヘ の 有効性を明らか にすることを目的とし､ 3 か月間の ラ ンダム化比較試験によ っ てこ れ

を検証したo 本研究の仮説は､ G I を用い た栄養教育は ､ エ ネル ギ ー 等の 制限を行う通常の栄養教育と

比較 して ､ 2 型糖尿病お よび境界型における血糖 コ ン トロ ー

ル を改善する ことと した ｡
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ⅠⅠ. 方法

1 対象者お よび ス クリ ー ニ ン グ方法

対象者は ､ 神奈川 県横須賀市の ボ ラン ティ ア団体 ､ 横須賀市等を通 じて チ ラシ ､ ポ ス タ ー 等により､

地域在住の 2 型糖尿病および境界型を募集 した ｡ 対象者の適格条件は､ ①空腹時血糖あるい は H b A I C

高値者 (空腹時血糖 ､
1 1 0 m g/dl 以上 かつ 1 4 0 m g /dl 未満あるい は H b A l ｡ ､ 5 , 8 % 以上か つ 8 . 0 % 未満) ､

②非薬物療法下 とした ｡

2 研究デザイ ン

本研究の 有効性の 判定は H b A I c の改善 と し､ 3 か月間の ラ ンダム 化比較試験を実施 した. ベ ー ス ラ

イ ン時に問診票､ 食事記録用紙を回収すると共に血液検査､ 身体計測 ､ 食事関連 Q O L 質問紙記入､ 集

団栄養教育を行 っ た｡ 問診票､ 血液検査結果から対象者を確定 した後､ 通常の エ ネル ギ ー 等の制限を

行う通常教育群､ あるい は通常教育に G I の 教育を組み合わせ た G I 教育群の 2 群 に無作為割付を行 っ

た o そ の 後､ 両群共に 4 剛こわたる個人栄養教育 (2 週間目､ 1 か月目､ 2 か月日､
3 か月日) ､ d2 回の

血液検査 ･ 身体計測 ･ 食事関連 Q O L 質問紙記入 (2 か月目､ 3 か月目) を行 っ た ｡

3 栄養教育

栄養教育 プロ グラムは ､ 対象者全員に共通 で 行われる初回集団栄養教育 (1 回) と､ 各群の教育方針

に基づい た ､ 管理栄養士に よる個人栄養教育 ( 4 回) が ､ 2 群 に同じ頻度､ 同じ時間で提供された ｡ 集

団栄養教育におい て は ､ 日本糖尿病学会に よる糖尿病診療ガイ ドライ ン に基 づく ､ エ ネル ギ ー 制限な

どの 量的な内容 ( 通常教育に該当) を＼ 本研究者らが作成 したパ ン フ レ ッ トを用い て 教育 した ｡ 通常

教育群には＼ 初回集団栄養教育におけ る内容を､ 個人栄養教育にお い て も継続 した｡

G I 教育群にお い て は ＼ ｢ 1 日の糖質摂取量の うち､ 4 5 % 以上 を低 G I 食品か ら摂取する こと｣ を G I

教育の 目標とし＼ 本研究者らが作成 した教材に沿 っ た G I 教育を行 っ た ｡ 本研究で は ､ 特 に主食の摂り

方に焦点を当て ､ 毎食主食に低 G I 食品を選択すること､ あるい は高 G I 食品を主食 とする場合 には ､

食後の 血糖上昇を抑制する効果の ある食品を同時に摂取することを最優先の 目標として 教育 し
-
た｡

4 評価項目および測定方法

採取 した血液か ら､ 主要項目と して H b A I c
､ 副次項目として糖代 謝旨標 ( 血糖 ､

フ ル クトサ ミ ン､

イ ン ス リ ン) ､ 脂質代謝指標 (総コ レス テ ロ ー

ル ､ L D L コ レ ス テ ロ ー ル ､ H D L コ レス テ ロ ー ル ､ 中性

脂ES) を測定 したo 身体計測では ＼ 体重､ 体脂肪率､ 身長を測定 した｡ 食事調査は ､ 3 日間の 食事記録

法と し､ 食事評価指標 (栄養素等摂取量､ G I に関連する指標 ､ 食品群別摂取量) を算出した｡ 健康関

連 Q O L の評価には､ 糖尿病用食事関連 Q O L を使用 した ｡
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主要項目で ある H もA l ｡ は ､
G I 教育群お よび通常教育群にお ける介入前後の 変化量 を､ 対応の ない t

検定に よ っ て 評価 した ｡ また ､ 各群を ベ ー ス ライ ン の空腹時血糖 によ っ て 糖尿病型 ､ 境界型の サ ブグ

ル
ー プ に分類 し､ H b A l ｡ の 変化量を対応のない t 検定によ っ て評価 した ｡ 副次項目に つ い て は経時的な

変化パ タ ー ンを評価するため ､ 群間変動､ 時点間変動､ 群と時点の 交互作用 を､ 繰り返 しの ある二 元

配置分散分析に よ っ て検討 した｡ さらに､ 群と時点の交互作用が有意で あっ た項目につ い て ､ 各群内

の経時的変化を繰り返 しの ある
一

元配置分散分析に よ っ て検討した ｡ 統計的有意水準は 5 % とした ｡

Ⅲ王. 結果

対象者の基準を満た して い た 4 0 名の うち､
1 名 (対照群) が脱落 し､ 残りの 3 9 名 (男性 1 7 名､ 女

性 2 2 名) が 3 か月間の 介入を終了 した (脱落率 2 . 5 % ) 0

主要項目で ある H b A I c におけ る介入 による エ フ ェ ク トサイズは ､
1

0 . 2 5 (9 5 % 信頼区間: - 0 . 5 0
,

- 0 . 0 0 4)

で あり､ 通常教育群と比較 して G I 教育群に 淑 ､ て H b A I c が有意に改善 した o 一 方､ 糖尿病型のサ ブ

グル
ー

プ で は ､ G I 教育群にお ける H b A l ｡ の減少量が 0 . 5 7 % ､ 通常教育群における減少量 が 0 . 3 3 % で

あり､ 境界型の サ ブグル ー プ では ､ G I 教育群におけ る減少量が 0 . 2 9
0

/. ､ 承常教育群 にお ける減少量が

0 ･ 0 7 % で あり､ いずれ も G I 教育群におい て減少量が大 きい傾向がみ られた ｡ しか しなが ら､ 2 群間の

変化量の 差は有意で はなか っ た ｡

副次項目につ い て G I 教育群と通常教育群の経時的変化を比較すると､ 糖代謝指標 (空腹時血糖 ､ フ

ル ク トサ ミン ､ イ ンス リン ､ H O M A
-

R ) ､ 脂質代謝指標 (総コ レス テ ロ
ー

ル ､ I JD L コ レ ス テ ロ
ー

ル ､

H D L コ レ ス テ ロ ー ル
､ 中性脂肪) ､ 身体計測値 (体重､ 体曙肪率､ B M I) の い ずれの項 目も､ 両群間

で経時的変化 に差が見られなか っ たo 糖代謝指標で は､ 空腹時血糖 ､ フ ル ク トサ ミン
､
H O M A - R

､ 脂

質代謝指標で は ､ 総 コ レス テ ロ ー ル
､
L D L コ レ ス テ ロ ー ル ､ 身体計測値で は体重 ､ 体脂肪率､ B M I

が
､
G I 教育群お よび通常教育群 で有意に改善 した｡

栄養素等摂取量お よび食品群別摂取量は ､ い ずれ の項目も経時杓変化に 2 群間で有意な差が見られ

ず､ エ ネル ギ ー 摂取量 ､ 一

価不飽和月旨肪酸(E % ) ､ コ レス テ ロ ー

ル摂取量は両群で有意に減少し､ 食物

繊維摂取量は両群で有意に増加 した o 一 方､ G I に関連する指標は､ 低 GI 食品による糖質摂取割合お

よび ＼ 高 G I 食品を主食と して 食べ た場合 に血糖上昇を抑制する効果の ある食品と組み合わせ た割合が ､

い ずれも G I 教育群 において の み有意に増加 した｡

食事関連 Q O L は ､ いずれ の下位項目も 2 群間の経時的変化に差が見られず､ ｢ 食事療法の負担｣ ､ ｢ 食

事療法からの 受益感｣ ､ ｢ 全般的食事感｣ ､ ｢ 活力｣ が両群で有意に改善 した ｡
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Ⅳ . 考察

本研究で は､ G I を教育するた めの教材を 日本人の食習慣を考慮して 開発 し､ エ ネ ルギ ー 等の 制限を

行う通常教育と組み合わ せて 3 か月間の 栄養教育による介入 を行 っ た ｡ そ の 結果､ 通常教育群と比較

して ､ G I 教育群 におい て H b A Ic が有意に改善 した o 食事評価指標の 変化を見ると､ 各群の 教育方針に

基づ い た栄養教育に対するア ドヒア ラ ンス は良好で あり､ 通常教育群において も糖代謝指標が改善し

た o しか しながら､ 改善が見られた対照群 と比較して も､ G I 教育群の方が H b A I c が有意に改善 したこ

とは､ 栄養教育に G I を取り入れ る根拠を提示するもの と考える｡ 食事評価指標の うち､ 経時的変化に

2 群問で有意差が見られたの は G I に関連する指標 のみで あ っ たため ､ H b A I c の変化には これらが関連

して い る と考えられる ｡ さらに､ 対象者をサブカ テ ゴリ ー

( 糖尿病型/境界型) に分けて 分析 した結果､

糖尿病型､ 境界型 の い ずれにお い て も､ G I 教育群にお い て H b A I c の 減少量が大 きい傾向が卑られた o

G I を用い た栄養教育は ､ 糖尿病患者におけ る治療目的の みならず､ 境界型における糖尿病発症予防の

目的にも用い る こ とが 出来る可能性があるが ､ こ の こ とを結論付ける には ､ サン プ ルサイズを拡大 し

た更なる検討が必要で ある ｡

副次項目として測定 した糖代謝指標､ 膜質代謝指標､ 身体計測値は両群で 有意に改善し､ 2 群間で有

意差が見られなか っ た｡ 脂質代謝 の変化はイ ン ス リン 分泌量 と関係するこ とか ら､ 先行研究で は低 G I

食に よる脂質代謝指標の 改善が報告されて い るo 本研究において は､ 通常教育群にお け る エ ネル ギ ー

摂取量､ 飽和脂肪酸摂取量の減少量が ､ G I 教育群 と比較 して有意で はなか っ たもの の大きか っ たこ と

が ､ 脂質代謝指標の 改善に両群間で有意差がみ られ なか っ た こ とに関連 して い る と考えられ る｡ 体重

につ い ては ､ 通常教育群における エ ネル ギ ー 摂取量の減少量 と比較 して ､
G I 教育群のほ うが減少量が

少なか っ た にもかかわ らず､ 同程度の体重減少が見られ た o こ の 結果か ら､ 低 G I 食は エ ネル ギ ー 減少

量を上 回る体重減少をもた らす可能性が ある｡

G I 教育群にお いて は､ 通常教育群に教育 した基本事項 に加えて G I の教育を行 っ た にもかかわ らず､

食事関連 Q O L は両群共に向上 した o すなわ ち､ 本研究における G I 教育は ､ 糖尿病治療の 大目標 に含

まれる Q O L を悪化させずに血糖 コ ン トロ ー

ル を改善させ る こ とが示され た｡

Ⅴ . 結論

食後の 血糖上昇を抑える ことを目的とした G I を用い た栄養教育を､ 通常の栄養教育と組み合わせ る

こ とに より､ 通常教育と比較 して 血糖コ ン トロ ー

ル が有意に改善 したo さらに､ G I を用い た栄養教育

へ の ア ドヒ ア ランス は良好であ っ たo したが っ て ､ G I を用 い た栄養教育は ､ 比較的軽度の 2 型糖尿病

および境界型におけ る血糖コ ン トロ ー ル の改善に有効で あり､ 栄養教育として の 右脚生が示された ｡
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